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2026年３月期通期業績予想の修正、 

配当方針の変更及び配当予想の修正に関するお知らせ 
 

2025年５月13日に公表した2026年３月期通期連結業績予想を修正することといたしましたので、お知ら

せいたします。また、本日開催の取締役会において、配当方針の変更及び配当予想の修正をすることを決

議いたしましたので、重ねてお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2026年３月期通期連結業績予想数値の修正（2025年４月１日～2026年３月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属

する当期純利益 

１ 株 当 た り

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(Ａ) 26,000 2,460 2,360 1,560 62.88

今回修正予想(Ｂ) 21,640 880 1,000 440 17.98

増減額(Ｂ－Ａ) △4,360 △1,580 △1,360 △1,120 

増減率(％) △16.8 △64.2 △57.6 △71.8 

(ご参考) 前期実績  

(2025年３月期) 22,040 1,573 1,555 964 38.89

 

２．修正の理由 

通期連結業績予想につきましては、第３四半期連結累計期間の業績に加え、現時点の需要動向等を踏まえ、

売上高、利益ともに上記の通り修正いたします。 
 売上面では、アパレルマシナリー事業については、中南米での工業用ミシンの需要が堅調に推移し

ました。しかしながら、第２四半期以降、米国関税措置の影響等により中国及び南アジア地域での設

備投資に対する様子見の動きが見られ、現時点において想定より需要回復が遅れており、売上が減少

しております。オートモーティヴ事業については、メキシコ拠点では安定した需要が見られたものの、

中国における下請部品メーカーへの厳しい値下げ要請や米国関税措置の影響等により、中国及びその

他アジア地域での売上が減少しております。 

 利益面では、売上減少による利益の減少に加えて、オートモーティヴ事業は中国における過当競争

等による原価率上昇の影響を受け、利益が減少しております。また、投資有価証券の売却による損失

及び一部海外事業会社での事業計画の見直しを含めた対応を検討していることから、営業利益以下の

各利益も減少する見通しです。 

 
 

 

 



 

 

３．配当方針の変更 

当社はこれまで、経営環境や連結業績に応じた利益還元として、配当性向 30％以上を目標に、安定

した株主還元を実施することを基本方針としてまいりました。今般、当社がクリアすべきハードルレ

ートである資本コストを見直すと同時に、リターンの最大化とともに投下資本の最小化を追求する BS

マネジメント方針を新たに採用いたしました。そのため、配当を含む株主還元は、従来の配当方針に

とらわれず、BS 最適化の観点から柔軟に実施してまいります。 

 

BS マネジメント方針の概要については、「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応

（アップデート）」をご参照ください。 

 

４．配当予想の修正について 

（１）修正の内容 

 １ 株 当 た り 配 当 金 

基 準 日 第2四半期末 期 末 通 期 

前 回 発 表 予 想 

(2025年５月13日発表) 
10円00銭 未定 未定

今 回 修 正 予 想 20円00銭 30円00銭

当 期 実 績 10円00銭

前期(2025年３月期) ５円00銭 ８円00銭 13円00銭

 
（２）修正の理由 

今般、2026年３月期の業績予想を修正しておりますが、BSマネジメント方針に基づき、業績予想

や現預金残高の水準等を考慮して、未定としておりました期末配当予想を20円とし、通期配当予想を30円

に修正しております。 

 
（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の 

業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
 

以 上 
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資本コストや株価を意識した経営の
実現に向けた対応（アップデート）

2026/1/30
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資本コスト経営の更新
・2024年5⽉20⽇に開⽰しました、中期経営計画における「資本コストや株価を意識
した経営」について、以下の更新を⾏いました。

資本コストの再設定

BSマネジメント
⽅針の導⼊

• ⻑期⾦利の上昇等を踏まえ、資本コストを再設定。
当該資本コストを超えるROEの実現を⽬指す。

• ROE向上のため、最適なBSの姿を⽬指していくBSマネジメント
⽅針を導⼊。

• 従来の配当性向による配当に代えて、BSマネジメントに基づく
株主還元を実施。
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株主資本コストの更新

◎CAPMによる株主資本コストの推計

リスク
フリーレート

2.2%

β値
(市場感応度)

0.98〜1.16

リスクプレミアム

6.0%

株主資本コスト
（参考値）

8.1％〜9.2%＋ × ＝

金融市場環境の変化を踏まえ
株主資本コストを約9.0％と認識します

当該資本コストを超えるＲＯＥの実現
を目指します

⻑期国債利回り
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BSマネジメント⽅針 概要
・ROE向上のため、BSマネジメント⽅針を設定し、投下資本の最⼩化を追求する。

・26年3⽉期の期末配当は従来の配当性向にとらわれず、BSマネジメントに基づく
配当を予定する。

基本的な考え⽅
• PBR１倍割れ解消に向けて、ROEを向上すべく「リターンの最⼤化」
だけではなく「投下資本の最⼩化」も追求し両者をバランスさせる。

• リターン最⼤化のための投資を⾏った上で余剰となる資⾦は株主還元
を⾏う (ただし、単年ではなく中計期間で検討)。

配分原資
• 営業CFだけではなく、余剰現預⾦も含めて配分の原資とする。
• 資⾦調達が必要な際には、調達コスト低減のため借⼊も活⽤。
• 但し、財務規律を守るため、DEレシオなどを指標として管理していく。

株主還元
• 従来の配当性向にとらわれず、BSマネジメントの⼿段として株主還元
を実施。

• 株主還元の⼿段としては配当に加えて、⾃⼰株式取得を柔軟に⾏う。
株主還元

必要
⼿元資⾦

既存事業の
成⻑投資
＋

戦略投資

営業CF

現⾦預⾦

（必要に応じて）
借⼊
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2026年3⽉期 株主還元について
・BSマネジメント⽅針に基づき、当期の期末配当額を決定。

・現預⾦残⾼、利益予想を考慮し、過去最⾼額の１株当たり配当⾦を実施。

2026年３月期 配当予想

2026年３⽉期予想 （参考）
2025年３⽉期実績

  中間配当 10円/株 5円/株

  期末配当 20円/株 8円/株

  合計 30円/株 13円/株

  配当性向(※1) 165% 33%

  総還元性向(※2) 352% 33%

※1 配当性向、総還元性向は26/３期予想 親会社株主に帰属する当期純利益に基づく
※2 総還元性向は、2025/12/31迄に実施済みの⾃⼰株取得823百万円を含む
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参考 過年度の配当実績
・１株当たり配当⾦、配当性向ともに過去最⾼を更新

0 5 7 7 
0 0 2 0 3 4 7 10 11 12 13 

0 
7 

15 
5 5 10 10 

7 7 
0 

0 0 
0 

0 
3 

8 
10 

10 11 12 7 

7 

13 

12 

0 8 

20 

FY05 FY06 FY07 FY08 FY09 FY10 FY11 FY12 FY13 FY14 FY15 FY16 FY17 FY18 FY19 FY20 FY21 FY22 FY23 FY24 FY25E

１株当たり配当⾦の推移（円）

中間DPS 期末DPS

（予想）

配当性向の推移（％） （予想）


